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1. きっかけ
愛媛県の佐田岬半島という僻地で育った私たちは、塾立ユ
ポーツクラプがなく、自分たちで学ぷいかない環境で教育格
差を実感いしてきた。地元のaltとの会話を通して英語を学んだ
が、海外留学を経験した際、デジタル機器や教育環境の竪っ
た環境との違いに琵いた。この経験から、学ぷ意欲があって
も十分に学べない現状を変えるには、 “デジタル化’'が鍵に
なると考える。

3. 調査・結果

2. 方向性
多くの人がデジタル化を進め、人々の負担を減らすこと
が重要であると考え、調査した。その結果、デジタル化
はどんな人にも充実した教育を提供することができる可
能性を持っているだろう。一方で、現代で問題になって
いる点は、教育格差であると考える。そこで私たちはあ
らゆる格差を解消することができるAIを活用したアプリ
ケ ー ション案を考えた。

私たちは、パー ス、シドニー （オ ー ストラリア）、ニュ ー ジャ ー ジー 州、ハワイ州（アメリカ合衆国）へ行き、
実際に海外での教育について学んだ。様々な高校や大学に訪問し、アンケ ー トを実施。
1 、現在の教育におけるデジタル化の進度 ‘` 2 、教育におけるデジタル化は促進されるべきか
3、今後どのようにデジタル化を進めるべきか
その結果として次のようなものが挙げられた。
アンケ ー ト結果

デジタルツ ー ルは、生徒、教師、保護者間のコミュ＝ヶ ー ションや共同作業に欠かせないものである。メ ー ルやカレンダ ー

を使うことで、成績や進捗状況の共有が容易1こなる。
0学校での使用状況

中学校からchromebookを使い始め、課顕の提出をオンライン化
大学、高校ではノ ー トパソコンを使用してメ ー ル、オンライン授業、Microsoftなどを活用

〇利点
・採点や成績の返却の易化
・オンライン上での多くの資料にアクセス可能。
・障がいのある生徒の使用も容易
・資源不足の解消の促進

〇課題・懸念点
• Alの普及により、不正行為や依存の問顕が生じる可能性
・州によって学力基準が呉なり、教育格差が生じる（アメリカ） デジタル化を促進すべきか

4. アプリケ ー ションの概要

AgoraX
一世界とつながり、共に学ぷ次世代の学習空間一

このアプリケ ー ションは、世界中の人々が集う「教育メタパ ー ス」である。仮想都市のような学習空間の中で、子どもから大人
までが自分のアパタ ーを操作し、教室や圏書館、国際交流センタ ーなどを行き来しながら学ぷ。すべての活動は「ミッション」と呼
ばれる課題に基づいており、達成すると報酬コイン「EduCoin（エデュコイン）」がもらえる。コインは教材やスキル講座の購入、
アパターのカスタマイズ、特別講義への参加に使える，

ミッション内容
0地域の環境問題を調べて改善策を提案する「SDGsミッション」
0海外の学習者と協力して文化を紹介する「国際協慟ミッション」など
例えば、日本の生徒がブラジルやケニア、インド、フランスの仲間に自国の文化を紹介したり｀現地の人から挨拶やお礼の言葉を学
ぷ「言語交換ミッション」も行える。こうした交流を通じて、言語力だけでなく異文化理解や協働力を身につけることができる。

また、教育メタパー スの中には、学びを支える経済システムが存在する。ユ ー ザーはミッションで得たEduCoinを使って他者が
作った教材やツ ールを購入でき、優れた教材を作った人はマ ーケットプレイスで叛売し、報酬を得ることができる。EduCoinは課金
して増やすこともできる。また、プレミアム会員制度を導入し、月額課金により限定講座や専門家の個別指導、大会優先参加などの
特典が受けられる。課金制度やプレミアム会員制度を通してこのアプリケー ションでの利益を得る。

5. 今後の展望
教育格差に関する詳細なデ ー タを活用して学習支援アプl)を改良し、学生だけでなく（デジタル機器に不慣れな）

を整え、誰もが安心してデジタル社会に参加出来るようにしたい。
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